




















す「あふ」は作品によって異なる現れ方をする。和歌では継続して用いられ続けているのに対して、散文では初期物語の竹取物語や歌物語でこそ多用されているけれども、中期の落窪物語やうつほ物語などではわずか二～四例でしかなく、源氏物語では全く認められない。それではその淵源となる上代 はどうだったのだろうか。韻文の万葉集と古今集現れ方が異 っているが、男女 結びつきを表す「あふ」を多用するという点は同じである。しかし、記紀歌謡にはそれが認められない。では、散文部分はどうなのか。古事記は漢字を用いて日本語を書き表そうとした一種の和文だが、当時の日常のことばであったと いい切れず、漢字で日本語を表記するために選び取られた書記のことばであ た可能性が強く、さまざまな訓みがなされており、二〇一三年にもシンポジウムが開催されている。本稿で 訓みというよ むしろ その語義用法について、表記に留意しつつ、男女の関わりがどのように表現されて るか、という観点から考えてみたい。
 


















































































































































































































































































































































  このように、具体的な男女 行為を表すⅡ 性愛表現やⅢの心情表現
の語彙は歌謡や音仮名で割注を付して示されているのに比して、Ⅰには訓仮名が用いられている。したがって、その訓みが問題になってくるのである。
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(中二二五
)  
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      マグハヒシテ
  『古事記伝』『大系』『集成』『思想大系』
 
      メクハセシテ
  『新編全集』
 















































                                                 
 









































        
 
    
(中二〇七
)  












と、男女が結ばれる意で「あふ」は二六 表記は「婚」二一例 女性が主格の「嫁」三例、「合」一例で、「あはす」は「婚」二 「合」一例、名詞は 婚 二 四 が認められる。
 











  では、同じく婚姻を表すのに「婚」だけではなく なぜ「合」が用い















































                                
 






























                                    
 
     
(中二六一
)  









































語って、「御合」と結ばれ 終わる。いわば土地の巫女との聖婚で、矢河枝比売の場合は末子の宇遅能和紀郎子が皇位にふさわしい 示す布石と思われる。伊耶那岐と伊耶那美 御合」が国生み 至る経緯の最後に置かれている。伊耶那岐が「天御柱」を「行廻逢」って ミトノマグハヒ」をしようと提案し、「廻逢」の語を繰り返して「アナニヤシ、エヲトコヲ 「アナニヤシ、エヲトメヲ と呼びかけ合っ クミドニオコシテ」水蛭子を生み、よい子を生むために再度「往廻 て、順序を変えて呼びかけ合い、「如此言ひ竟り して
(御合
)」、淡路












































































の段階には認められない。「合」は 相手を求めたり、相手と出会ったりする、一連の進展の結果と て交接 行わ る いわば 結果 しての、行為に重点がかかった男女の合一を意味してい と考えられよう。
 
  一方、「婚」は抽象的で、男と女の社会的な結合、婚姻を表している
と思われる。伊耶那岐と伊耶那美、忍穂耳命と万幡豊秋津師比売命の天上の神、そして速須佐之男命と櫛名田比売には「婚」が認められず、性的合一だけが語られる。 「婚はす」 のが親権者であることを思えば、 「婚」は男と女の社会的な結合、婚姻を表しているのだが、天上の神には社会的な関係の承認は必要 いということだろう。
 



































と思ふ。 吾は、 汝命の妻と為らむ」 といひて、 即ち相婚ひき
(即相婚
)。 
                  
(下二九九
)  








































































通の露見時に用いられているが、 ⑤の例もあって、 古事記のようには 「婚」を用いていないように思われる。
 
  
＊各作品とも『小学館新編日本古典文学全集』を用いた。古事記と日
本書紀の引用は訓読を用い、必要のある箇所には本文を示し、括弧内に巻頁数を記した。『新編全集』では訓読部分は本文の漢字をそのまま使用しているが、韻文はそのかぎりではないので、わたくしに漢字を当てたところもある。
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